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前
号
の
第
二
十
二
号
の
最
終
記
事
は

昨
年
の
四
月
の
山
吹
の
里
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
の
で
、
も
う
丸
一
年
間
も

経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
か
と
追
わ

れ
て
い
た
こ
と
は
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
活
動
の
経
過
を
報
告
い

た
し
ま
す
。 

 

五
月 

文
化
庁
伝
統
文
化
補
助
事
業
子

ど
も
教
室
を
開
講
。
調
布
市
布
田
小
学

校
等
で
箏
尺
八
教
室
を
開
始
。
十
二
日

上
石
原
ふ
れ
あ
い
の
家
コ
ン
サ
ー
ト
。

主
催
は
お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
の
会
。
二

十
日
横
浜
市
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
（
港
北
区
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
が
主
催
す
る
Ｙ

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
で
演
奏
と

箏
・
尺
八
の
体

験
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
参
加

者
は
各
国
か
ら

の
留
学
生
や
旅

行
者
等
が
中
心

で
、
男
女
と
も

浴
衣
を
着
て
参

加
し
ま
す
。 

 
 
 

 

 六
月 

八
日
野
方
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（
中
野
区
）
こ
れ
は
や
ま
ぶ
き
の
里
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
こ
ち
ら
で
も

是
非
演
奏
を
と
招
か
れ
た
も
の
で
す
。

二
十
九
日 
港
北
区
横
溝
屋
敷
で
二
回

目
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

で
、
演
奏
と
箏
・
尺
八
の
体
験
指
導
を

行
い
ま
し
た
。 

七
月 

六
月
三
〇
日
～
七
月
三
日
大
船

渡
市
で
開
催
す
る
深
大
寺
陶
芸
教
室
に

同
行
し
、
演
奏
活
動
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
実
際
は
、
初
日
と
最
終
日
は
移

動
の
た
め
実
質
二
日
間
。
大
船
渡
市
の

赤
崎
地
区
大
立
仮
設
住
宅
に
寝
泊
ま
り

し
、
教
室

に
同
行
し

て
仮
設
住

宅
や
保
育

園
、
交
流

館
等
で
開

催
さ
れ
た

陶
芸
教
室

の
後
の
お

茶
っ
こ
の
時
間
に
３
０
分
か
ら
４
０
分

く
ら
い
の
演
奏
を
七
か
所
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
涙
を
流
し
て
聞
い
て
く
れ

た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
十
一
日
京
都
で

開

か

れ

た

国

連

ア

ジ

ア

極

東

犯

罪

防

止

研
修
所
が
主
催
す
る
ア
ジ
ア
保
護
司
会

議
に
お
い
て
演
奏
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
笙
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏

も
い
た
し
ま
し
た
。
十
九
日
二
十
日
布

田
小
学
校
恒
例
の
盆

踊
り
大
会
で
は
盆
太

鼓
の
指
導
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
音

楽
と
太
鼓
に
合
わ
せ

て
尺
八
で
炭
坑
節
、

東
京
音
頭
等
を
演
奏
し
ま
し
た
。
二

十
・
二
十
一
日
深
大
寺
鬼
灯
祭
り
で
演

奏
し
ま
し
た
。 

境

内
で
二
日
間
行
わ
れ

た
ほ
う
ず
き
祭
り
で

演
奏
を
し
ま
し
た
。

舞
台
は
盆
踊
り
用
に

組
ま
れ
た
櫓
の
上

で
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
し

た
。
二
十
六
日
地
域
の
桜
ヶ
丘

睦
会
の
盆
踊
り
で
演
奏
。
七
月

は
本
当
に
行
事
が
多
か
っ
た
の

で
、
出
番
の
数
も
、
今
ま
で
の

中
で
一
番
多
い
月
で
し
た
。 

九
月 

七
日
第
七
回
名
月
祭
に
出
演
。

十
三
日
第
七
回
定
期
演
奏
会
竹
と
風
の

音
を
楽
し
む
会
を
小
ホ
ー
ル
で
実
施
。 

十
四
日
や
ま
ぶ
き
の
里
敬
老
会
演
奏

会
。
４
月
に
も
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
紅

白
幕
で
飾

ら
れ
た
敬

老

会

に

は
、
豊

島

区
長
さ
ん

他
多
数
の

招
待
客
が

列
席
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
主
賓
は
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
で
す
。
二
十
八
日
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
で
「
忘
れ
ま
い

ぞ3.11

実
行
委
員

会
」
と
し
て
セ
ン

タ
ー
で
の
展
示
発

表
と
駅
前
会
場
舞

台
で
演
奏
を
い
た

し
ま
し
た
。
出
演

は
平
成
尺
八
塾
。 

十
月
三
日
第
三
十
六
回
社
会
福
祉
大
会

に
お
い
て
、
平
成
尺
八
塾
の
日
頃
の
福

祉
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
感
謝
状
の
授

与
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
尺
八
塾
鳳
竹

会
高
野
会
長
が
出
席
し
、
賞
状
を
受
け

取
ら
れ
ま
し
た
。
塾
生
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
す
。
ま
た
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

二
十
二
日
調
布
第
三
中
学
校
文
化
祭
で

尺
八
部
が
発
表
い
た
し
ま
し
た
。 

曲
は
カ
ン
ト
リ
ー

ロ
ー
ド
と
も
の
の

け
姫
。
一
年
生
一

名
、
二
年
生
七

名
、
三
年
生
二

名
。
お
箏
演
奏
の

の
二
名
は
三
年
生

で
友
情
出
演
。 

二
十
六
日
一
五
回
わ
く
わ
く
広
場
祭
り

（
主
催
調
布
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
に

参
加
演
奏
を
し
ま

し
た
。
毎
年
出
演

依
頼
が
来
ま
す
。

今
年
は
中
学
生
が

主
体
で
出
演
し
、

拍
手
喝
さ
い
で
し

た
。 

 
2015/3/31  
発行責任者 
 
平成尺八塾 
 門傳良男 
 
調布市多摩川 
    7-34-9 
☎042-486-4472 

二
十
六
年
度
の
演
奏
活
動
は
合
計
二
十
六

回
、
延
べ
二
千
九
百
十
数
名
の
方
に
！ 
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山吹の里の敬老会 

横溝屋敷は国際色豊かに 

大船渡市猪川保育園のホールで 

笙とのコラボ 

豪雨直前です 
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わくわくは中学生主体で 
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第２紙面 
表面に続く 

二
月
一
日
第
一
回
伝
統
文

化
交
流

会
に
出

演
。
箏

尺
八
教

室
の
皆

さ
ん
が

演
奏
し
ま
し
た
。
十
三
日

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ア
イ

ビ
ー
の
会
の
月
遅
れ
の
新

年
会

で
し

た
。

一
月

に
お

願
い

さ
れ

ま
し
た
が
日
程
が
調
整
が

で
き
ず
、
二
月
に
な
り
ま

し
た
。
二
十
二
日
恒
例
の

武
者
小
路
実
篤
記
念
館
友

の
会
主
催
の
観
梅
の
調
べ

「
邦
楽
と
洋
楽
が
出
会
っ

た
ら
」
と
、
出
演
す
る
邦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
桐
朋

音
楽
大
学
の
出
演
者
に
よ

る
合
同
演
奏
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
復
興

支
援
曲
「
花
は
咲
く
」
を

尺
八
、
箏
、
三
絃
、
バ
イ

オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
で
合
同

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。 

二
十
三
日
ひ
だ
ま
り
サ
ロ

ン
に
登
録
し
て
活
動
を
し

て
い
る
「
つ
ど
い
場
あ
き

ら
さ
ん
家
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。
緑
ヶ
丘
小
学
校
ふ
れ

あ
い
給
食
に
携
わ
っ
て
い

た
方
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら

で
も
演
奏
し
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

お
捻
り
が
懐
に
飛
び
こ
む

等
、
地
域
で
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
肌
に
感
じ
ま
し
た
。 

三
月
十
一
日
「
第
五
回
忘

れ
ま
い
ぞ3

.1
1

」
に
出
演

し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
は
、
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

の
被
災
者
の
復
興
と
冥
福

を
祈
念
す
る
方
々
の
灯
火

で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。 

十
月
四
日
神
奈
川
中
学
校
区
学

校
・
家
庭
・
地
域
連
携
事
業 

地

域
に
響
か
せ
よ
う
、
私
た
ち
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
レ
ク
交
流
会
」
に
地
域
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
中
学
校
区
は
、
港
北
小
、
大

口
台
小
、
白
幡
小
、
そ
し
て
神
奈

川
中
学
校
の
合
同
企
画
で
、
地
域

か
ら
の
参
加
者
も
加
わ
っ
て
、
ア

ン
コ
ー
ル
コ
ー
ル
が
が
出
る
な
ど

大
賑
わ
い
で

し
た
。 

十
一
月 

十

二
日
グ
リ
ー

ン
ガ
ー
デ
ン

青
樹
お
誕
生

会
。
青
木
病

院
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
誕
生
会

で
、
今
回
は
前
年
に
続
き
２
度
目

の
お
招
き
で
し
た
。
約
百
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
唄

と
ゲ
ー
ム
を
交
え
４
５
分
位
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
五

日
こ
の
日
は
神
奈
川
中
学
校
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
は
な
み
ず

き
祭
で
の
演
奏
。
こ
ち
ら
は
同
じ

神
奈
川
中
学
校
で
も
、
学
校
に
地

域
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、
そ

こ
が
主
催
す
る
利
用
者
主
体
の
お

祭
り
で
し
た
。
二
十
二
日
調
布
市

退
職
者
会
総
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
。
新
入
会
員
と
し
て
是
非
演
奏

を
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
退
職

後
十
年
た
っ
た
今
頃
に
な
っ
て
入

会
し
た
の
で
す
。
入
会
済
と
思
っ

て
い
た
の
が
、
未
入
会
で
、
あ
る

行
事
に
参
加
し
た
こ
と
で
入
会
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

十
二
月 

二
十
四
日
緑
ヶ
丘
小
学

校
ふ
れ
あ
い
給
食
忘
年
会
で
演

奏
。
お
誕
生
会
や
忘
年
会
な
ど
福

祉
施
設
は
、
唄
あ
り
ゲ
ー
ム
あ
り

で
、
参
加
者
と
一
体
と
な
っ
た
演

奏
会
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
約
一

時
間
で
、
尺
八
二
重
奏
、
カ
ラ
オ

ケ
尺
八
（
演
歌
・
歌
謡
曲
・
ジ
ャ

ズ
等
何
で
も
あ
り
）
、
唄
と
ゲ
ー

ム
、
お
別
れ

は
必
ず
歌
う

「
今
日
の
日

は
さ
よ
う
な

ら
」
を
一
緒

に
歌
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
七
日
第
百

五
十
五
回
お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
の

会
（
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
招
か
れ
ま

し
た
。
開
催

回
数
に
驚
か

さ

れ

ま

し

た
。
運
営
者

の
宮
部
さ
ん

に
こ
の
回
数

に
つ
い
て
伺
う
と
、
ゆ
る
く
運
営

す
る
こ
と
で
続
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
ね
と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
恐
れ
い
り
ま
し
た
で
す
。 
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プログラム 

二
十
六
回
の
演
奏
者
は
述
べ
百
二
十
名
。 

 

一
回
平
均
四
．
六
名
が
演
奏
し
ま
し
た
。 

グリーンガーデン青樹で 

第8回平成尺八塾定期演奏会 

日時 9月6日（土） 

会場 グリーンホール 
   小ホール 
内容 尺八2重奏、 
   カラオケ演奏 
   他友情出演多数 

 
おまちしています！ 

 
 
 
 
 
 

活動を支援してくださる
方募集中です。平成尺八
塾新聞をお届けします。 

一口 1,000円から 

郵便局口座記号番号 

00180-0-322563 

加入者名 

平成尺八塾鳳竹会 

予告 

スタッフも踊ります 木魚とカエルも加わって 

お箏が写ってないーっ！ 

あきらさん家は笑顔に溢れて 

トーントーン♪ 
みんなで一緒に 


